
行
政
研
究

地
域
的
デ
ー
タ
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化

は
じ
め
に

計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
現
状
と
今
後
の
方
向
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
今
回
の
報
告
で
は
、
ま
ず
統
計
デ
ー
タ
の
現

状
と
問
題
点
と
対
策
、
統
計
デ
ー
タ
に
関
連
す

る
管
理
デ
ー
タ
に
つ
い
て
述
べ
、
次
い
で
道
路

行
政
全
般
に
共
通
し
て
必
要
と
さ
れ
る
情
報
の

あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

　
な
お
、
こ
の
報
告
に
お
い
て
管
理
デ
ー
タ
と

は
、
管
理
業
務
や
、
工
事
施
行
の
た
め
の
基
礎

デ
ー
タ
の
意
味
で
使
用
し
、
統
計
デ
ー
タ
と
は
、

統
計
報
告
類
に
使
用
す
る
デ
ー
タ
の
意
味
で
使

用
す
る
。
本
来
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
道
路

行
政
を
支
え
る
現
実
の
反
映
で
あ
る
数
字
は
一

つ
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
今
後
の
道
路
に
関

す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化
の
検
討
の
過
程

で
は
、
便
宜
的
に
区
別
す
る
も
の
と
し
た
い
。

①
―
道
路
統
計
の
種
類
と
問
題
点

　
現
在
、
道
路
局
で
作
成
し
て
い
る
道
路
に
関

す
る
統
計
類
は
、
表
―
１
に
示
す
よ
う
に
二
〇

種
類
以
上
に
及
ぶ
。
こ
の
表
の
と
お
り
、
本
市

の
作
成
す
る
統
計
の
提
出
先
が
、
国
の
各
省
庁

等
、
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

統
計
を
構
成
す
る
項
目
は
多
種
多
様
で
あ
り
、

道
路
行
政
の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
が
反

映
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
統
計
類
は
、
定
期
的
に
そ
れ
ぞ
れ

の
提
出
先
に
報
告
さ
れ
て
お
り
、
外
見
上
は
何

ら
の
問
題
点
は
見
出
せ
な
い
。
で
は
、
い
っ
た

い
何
が
問
題
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
統
計
に

つ
い
て
は
精
度
を
問
題
と
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
本
市
の
道
路
統
計
は
、
精
度
以
前
の
問
題

が
大
き
い
。
主
な
問
題
点
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

　
ア
、
道
路
の
工
事
施
行
に
よ
る
統
計
デ
ー
タ

　
　
の
補
正
が
不
完
全
で
あ
る
こ
と

　
イ
、
デ
ー
タ
作
成
時
の
様
式
、
コ
ー
ド
体
系

　
　
の
局
内
の
不
統
一

　
ウ
、
デ
ー
タ
の
流
れ
に
つ
い
て
の
認
識
の
不

　
　
足

　
エ
、
手
法
上
の
問
題

　
こ
れ
ら
の
原
因
の
た
め
に
、
統
計
数
値
が
部

分
的
に
不
完
全
と
な
り
、
全
休
と
し
て
の
信
頼

性
が
薄
く
な
り
、
局
内
で
特
定
の
業
務
の
基
礎

大
森
　
敬

デ
ー
タ
と
し
て
統
計
数
値
が
対
応
で
き
な
い
た

め
、
同
種
の
調
査
作
業
か
繰
返
し
て
な
さ
れ
る

場
合
が
起
き
て
く
る
。

②
―
統
計
デ
ー
タ
の
流
れ
の
現
状

　
次
に
、
個
々
の
統
計
報
告
を
構
成
す
る
項
目

は
、
ど
の
よ
う
な
経
路
を
経
て
、
集
計
さ
れ
る

の
か
を
見
る
こ
と
と
す
る
。
図
―
ｌ
は
、
表
―

１
に
お
け
る
統
計
類
を
作
成
し
、
報
告
す
る
ま

で
の
デ
ー
タ
の
流
れ
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
図
で
は
、
デ
ー
タ
は
、
舗
装
、
歩
道
、

橋
梁
等
の
代
表
的
な
デ
ー
タ
の
み
を
図
示
し
て

い
る
。
こ
の
フ
ロ
ー
か
ら
は
、
次
の
事
柄
が
読

み
取
れ
る
。

　
ア
、
現
在
の
道
路
統
計
の
基
礎
的
な
デ
ー
タ

　
　
は
、
ほ
と
ん
ど
、
土
木
事
務
所
か
ら
発
生

　
　
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

　
イ
、
現
状
で
は
、
道
路
調
査
課
以
下
街
路
課

　
　
ま
で
の
本
庁
各
課
か
ら
、
土
木
事
務
所
へ

　
　
向
う
デ
ー
タ
の
流
れ
は
殆
ど
な
い
こ
と
。

　
ウ
、
工
事
の
み
が
行
な
わ
れ
て
、
本
庁
の
各

　
　
所
管
課
へ
流
れ
て
来
な
い
デ
ー
タ
の
あ
る

　
　
こ
と
（
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
は
、
本
市
に

　
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
行
政
の
分
野
で
ま
ず
求
め

ら
れ
る
の
は
、
正
確
な
現
状
認
識
で
あ
る
。
行

政
の
各
分
野
が
社
会
の
複
雑
化
に
従
っ
て
、
諸

施
策
に
高
度
な
要
求
が
な
さ
れ
る
今
日
で
は
、

ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。

　
さ
て
、
他
の
分
野
は
さ
て
お
き
、
道
路
行
政

の
中
の
管
理
部
門
を
支
え
る
道
路
の
管
理
情
報

及
び
道
路
の
統
計
に
関
し
て
は
、
必
要
性
と
は

裏
服
に
、
未
だ
改
善
の
余
地
が
多
い
。
対
外
的

に
発
表
さ
れ
る
道
路
統
計
数
値
と
、
個
々
の
管

理
業
務
の
基
礎
と
な
る
事
実
の
間
の
乖
離
が
著

し
く
な
っ
て
い
く
傾
向
す
ら
存
在
す
る
。
原
因

と
し
て
行
政
需
要
の
拡
大
と
複
雑
化
に
よ
り
、

組
織
の
拡
大
が
起
り
、
組
織
内
の
情
報
の
流
通

が
と
ど
こ
お
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
新
し

い
情
報
処
理
の
手
法
が
今
ま
で
な
か
っ
た
こ
と

等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

前
回
は
、
主
に
道
路
の
認
定
改
廃
に
関
わ
る
長

期
的
な
観
点
か
ら
の
道
路
管
理
資
料
の
把
握
の

問
題
と
方
法
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
今
回
は
、

よ
り
短
期
的
に
変
化
す
る
管
理
デ
ー
タ
及
び
統

二
―
―
―
道
路
統
計
に
つ
い
て
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図―１　道路局統計関連情報フロー

　
　
特
有
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
そ
の
量
は
決

　
　
し
て
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
）
。

　
さ
ら
に
、
フ
ロ
ー
か
ら
は
直
接
読
み
取
れ
な

い
が
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
道

路
の
掘
返
し
の
デ
ー
タ
の
数
量
の
把
握
が
、
フ

ロ
ー
の
途
中
で
曖
昧
に
な
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。

③
―
デ
ー
タ
の
変
動
に

　
　
つ
い
て

　
統
計
デ
ー
タ
の
問
題

点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る

道
路
工
事
に
よ
る
デ
ー

タ
の
変
動
に
つ
い
て
、

こ
こ
で
は
舗
装
デ
ー
タ

を
例
に
と
り
、
現
状
の

問
題
点
を
述
べ
る
。

　
前
回
述
べ
た
よ
う
に

本
市
の
道
路
延
長
は
、

国
県
道
を
含
め
て
、
八

二
八
一
㎞
あ
り
、
本
市

の
舗
装
率
は
約
八
〇
％

で
あ
り
、
こ
の
率
は
他

都
市
に
比
べ
て
決
し
て

高
い
方
で
は
な
い
。
本

市
の
舗
装
率
を
更
に
上

げ
る
こ
と
が
可
能
か
は

一
概
に
は
い
え
な
い
。

こ
れ
は
、
前
回
に
も
述

べ
た
よ
う
に
、
本
市
が

横浜市道路舗装新設，維持修善実績表表― 2

大
量
の
毛
細
状
の
赤
道
を
管
理
し
て
い
る
こ

と
、
開
発
に
よ
る
工
事
と
道
路
の
改
廃
手
続
と

の
関
連
等
に
よ
り
、
舗
装
不
要
、
ま
た
は
、
舗

装
不
可
能
な
道
路
も
あ
り
、
今
後
の
調
査
を
待

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
、
舗
装
を
新
し
く
す
る
要
因
と
し
て
あ

横浜市道路認定実績表―３
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表－４　路面復旧監督費収入実績表 ※は旧単価面積

図―2　舗装データのフローモデル
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げ
ら
れ
る
も
の
は
、
本
市
が
行
な
う
道
路
の
舗

装
新
設
と
維
持
修
繕
、
宅
地
造
成
等
の
開
発
行

為
に
よ
る
新
設
道
路
の
移
管
、
及
び
東
京
電
力
、

本
市
の
下
水
道
局
等
の
道
路
占
用
企
業
者
に
よ

る
道
路
掘
削
後
の
復
旧
工
事
等
で
あ
る
。

　
本
市
施
行
の
道
路
新
設
と
道
路
の
補
修
で
あ

る
維
持
修
繕
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
表
―
２
の

と
お
り
で
あ
る
。
道
路
の
補
修
に
は
、
全
面
的

な
補
修
と
、
ひ
び
割
れ
修
復
、
穴
埋
め
等
の
局
部

的
補
修
が
あ
る
が
、
表
―
２
は
、
補
修
の
中
の

全
面
的
な
補
修
の
工
事
箇
所
数
を
記
載
し
た
。

全
面
的
な
補
修
は
、
大
体
一
〇
〇
ｍ
単
位
に
施

行
さ
れ
る
。
ま
た
、
表
―
２
に
は
計
上
さ
れ
な

い
局
部
的
補
修
（
パ
ッ
チ
ン
グ
）
は
、
年
間
三

〇
〇
〇
件
以
上
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
表
―
３
は
過
去
一
〇
年
間
の
本
市
の
道
路
認

定
の
実
績
で
あ
る
が
、
毎
年
の
認
定
実
績
の
九

割
以
上
が
開
発
行
為
に
よ
る
道
路
新
設
分
と
さ

れ
て
い
る
。

　
道
路
掘
削
後
の
復
旧
工
事
は
、
舗
装
種
別
が

変
る
も
の
で
は
な
い
が
、
掘
削
部
分
の
み
舗
装

新
設
と
同
様
に
な
り
、
道
路
の
耐
用
年
数
は
ほ

ぼ
一
〇
年
で
あ
る
が
、
耐
用
年
数
の
点
で
、
舗

装
状
況
が
改
善
さ
れ
る
意
味
を
持
つ
。
表
―
４

は
昭
和
四
十
七
年
か
ら
昭
和
五
十
六
年
度
ま
で

の
路
面
復
旧
監
督
費
収
入
実
績
表
で
あ
る
。
表

に
は
、
各
企
業
者
毎
の
掘
削
件
数
が
記
載
さ

れ
、
企
業
毎
の
事
業
量
の
推
移
を
裏
付
け
る
資

料
と
も
な
っ
て
い
る
。
各
年
度
毎
の
件
数
合
計

は
、
昭
和
五
十
五
年
度
以
後
、
六
万
件
台
に
達

っ
し
て
お
り
、
今
後
は
、
特
に
下
水
道
事
業
の

進
捗
の
影
響
で
、
容
易
に
件
数
は
減
少
し
な
い

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
市
を
含
め
た
首
都
圏
で
は
、
昭
和
四
十
年

代
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
も
あ
り
、
高
度
成
長

期
に
道
路
建
設
を
大
規
模
に
行
っ
た
が
、
現
在

一
〇
数
年
を
経
て
、
道
路
の
耐
用
年
数
を
過
ぎ

補
修
の
問
題
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
本
市
で
は
県
令
他
都
市
と

比
べ
て
、
現
段
階
で
は
、
大
き
な
問
題
と
は
な

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
表
―
４
か
ら
も
伺
え
る

よ
う
に
、
本
市
の
下
水
道
の
普
及
率
の
低
さ
が

要
因
と
な
り
、
本
市
特
有
の
下
水
道
工
事
の
量

の
大
き
さ
に
よ
り
、
補
修
の
必
要
な
道
路
の
う

ち
八
割
の
舗
装
が
年
々
更
新
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
下
水
道
が
全
市

的
に
普
及
し
た
場
合
、
本
市
は
始
め
て
、
首
都

圏
の
県
や
他
都
市
と
同
様
の
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
市
の
道
路
舗
装
の
変
更

の
現
状
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
の
変
更

要
囚
と
道
路
統
計
の
対
応
は
現
状
で
は
、
必
ず

し
も
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
舗
装
デ
ー

タ
の
基
本
的
な
構
成
要
素
は
、
他
の
道
路
に
関

す
る
デ
ー
タ
と
同
様
に
、
位
置
と
形
状
の
空
間

的
要
素
を
持
ち
、
認
定
履
歴
と
同
様
に
施
行
年

月
等
の
時
問
的
要
素
を
持
ち
、
こ
れ
ら
の
条
件

を
前
提
と
し
て
、
路
面
種
別
コ
ー
ド
を
持
つ
。

舗
装
デ
ー
タ
は
地
域
デ
ー
タ
と
し
て
、
本
来
こ

の
よ
う
な
構
造
を
持
つ
が
、
現
在
の
道
路
統
計

算
出
で
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
の
中
の
一
部
の
み

が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
毎
年
度
の
舗
装
デ

ー
タ
の
変
動
は
件
数
的
に
多
い
た
め
、
現
在
の

積
上
げ
方
式
に
よ
る
統
計
の
算
出
方
法
で
は
、

対
応
が
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

④
―
管
理
デ
ー
タ
か
ら
統
計
デ
ー
タ
へ
の
現
状

　
舗
装
デ
ー
タ
の
基
本
構
造
は
③
で
述
べ
た

が
、
こ
こ
で
は
、
管
理
デ
ー
タ
と
統
計
デ
ー
タ

の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
。
図
―
１
の
フ
ロ
ー

の
通
り
、
統
計
報
告
類
の
源
の
大
部
分
は
、
土

木
事
務
所
の
道
路
新
設
維
持
修
繕
等
の
工
事
に

よ
り
発
生
す
る
。
管
理
デ
ー
タ
か
ら
統
計
デ
ー

タ
へ
の
変
容
の
過
程
は
、
管
理
デ
ー
タ
の
持
つ
、

個
別
性
、
具
体
性
の
抽
象
化
の
過
程
で
あ
る
。

図
―
２
に
舗
装
デ
ー
タ
の
抽
象
化
の
フ
ロ
ー
を

示
す
。
こ
の
フ
ロ
ー
と
図
―
１
と
を
合
せ
て
考

え
る
と
、
統
計
デ
ー
タ
か
ら
管
理
デ
ー
タ
の
個

別
性
、
具
体
性
を
持
た
な
い
が
、
全
体
性
を
有

し
、
管
理
デ
ー
タ
は
、
個
別
性
、
具
体
性
を
持

つ
が
全
体
性
を
持
ち
得
な
い
。
今
後
の
情
報
シ

ス
テ
ム
は
、
個
別
性
、
具
体
性
を
持
ち
つ
つ
、

全
体
性
を
持
ち
得
る
手
法
が
必
要
と
さ
れ
る
。

三

対
策

①
―
統
計
に
関
す
る
連
絡
会
の
設
置
及
び
基
本

　
　
デ
ー
タ
項
目
の
抽
出

　
現
在
、
道
路
局
に
は
、
四
つ
の
部
が
あ
り
、

統
計
に
関
わ
る
課
は
一
〇
課
以
上
あ
り
、
図
―

１
に
あ
る
フ
ロ
ー
の
と
お
り
、
各
課
は
担
当
す

る
業
務
を
行
い
つ
つ
、
各
々
の
所
管
す
る
統
計

報
告
類
を
作
成
し
て
い
る
。
土
木
行
政
に
は
計

画
性
が
不
可
欠
で
あ
り
、
計
画
の
基
礎
を
な
す

数
値
そ
の
他
の
デ
ー
タ
及
び
統
計
報
告
に
は
、

現
実
の
工
事
施
行
に
劣
ら
な
い
関
心
を
持
っ
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
個
々
の
報
告
類
は
完

結
し
て
い
る
が
、
水
平
的
に
、
局
全
体
の
数
値

の
整
合
性
、
信
頼
性
を
見
だ
場
合
、
例
え
ば
市

内
の
歩
道
延
長
の
試
算
を
し
た
場
合
に
、
各
課

と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
算
出
す
る
等
改
善
す

べ
き
点
が
あ
る
部
分
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。

　
表
―
１
に
あ
る
と
お
り
、
個
々
の
統
計
を
構

成
す
る
項
目
は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
以
上
述

べ
た
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
詳

細
に
掲
げ
ら
れ
た
項
目
の
中
で
、
基
本
的
な
項

目
を
見
い
出
し
、
デ
ー
タ
項
目
間
で
問
題
解
決

の
方
法
の
た
め
に
優
先
順
位
が
付
け
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
二
〇
種
以
上

の
統
計
類
を
構
成
す
る
諸
項
目
の
中
か
ら
局
と

し
て
、
基
本
と
な
る
デ
ー
タ
項
目
を
見
出
す
こ

と
は
甚
だ
困
難
に
見
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
前
回
に
述
べ
た
と
お
り
、

道
路
調
査
課
に
お
い
て
、
大
正
九
年
以
来
の
市

道
の
認
定
履
歴
の
把
握
が
ほ
ぼ
終
り
、
道
路
統

計
を
含
め
た
道
路
管
理
デ
ー
タ
の
系
統
的
把
握

を
手
が
け
る
段
階
に
来
た
の
で
、
道
路
局
内
部

に
道
路
統
計
に
関
し
て
、
土
木
事
務
所
を
含
め

た
実
務
担
当
者
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

80調査季報76― 82.12



図―３　道路種別図

図―４　道路管理情報（統計数値算出）システム検討経過及び今後予定作業（案）
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（
道
路
統
計
に
関
す
る
連
絡
会
以
下
「
連
絡
会
」

と
い
う
）
を
設
置
し
、
道
路
管
理
情
報
に
関
す

る
問
題
点
の
検
討
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
各
課
担
当
者
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を

軸
と
し
て
道
路
管
理
情
報
の
系
統
的
把
握
に
対

す
る
活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
な
わ
れ
た
が
、

検
討
を
重
ね
て
い
く
過
程
で
基
本
的
な
デ
ー
タ

項
目
の
範
囲
が
次
第
に
明
確
に
な
っ
て
い
っ

た
。

　
連
絡
会
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
共
通
認
識
は
、

現
段
階
に
お
い
て
、
今
後
の
道
路
統
計
の
諸
項

目
の
中
で
、
最
も
共
通
性
と
重
要
性
が
あ
る
項

調査季報76― 82.12

表―５　道路局内統計数値集計関連主要磁気ファイル一覧
道路調査課S.57.4.7
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表―６　統計処理方式対照表

目
は
、
正
確
な
道
路
位
置
形
状
の
把
握
を
前
提

と
し
た
時
、
第
一
に
道
路
幅
員
、
第
二
に
舗
装

デ
ー
タ
、
第
三
に
歩
道
デ
ー
タ
の
三
項
目
で
あ

っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
三
項
目
は
、
連
絡
会
に
よ
れ
ば
統

計
の
み
な
ら
ず
、
土
木
事
務
所
サ
イ
ド
の
管
理

業
務
面
で
も
必
要
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
基
本
的
な
項
目
以
外
の
デ
ー
タ
項
目

は
、
基
本
項
目
の
系
統
的
な
把
握
作
業
の
後

に
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
基
本
的
な

デ
ー
タ
を
加
工
し
、
ま
た
は
計
算
し
直
す
こ
と

に
よ
っ
て
得
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
が
多
い
。

図―５　座標面積計算入力チェックのための出力図面

②
―
作
業
方
針

　
連
絡
会
で
は
以
上
の
検
討
に
続
い
て
今
後
の

作
業
の
方
針
の
検
討
が
行
わ
れ
た
。
図
―
３

は
、
連
絡
会
に
検
討
用
の
資
料
と
し
て
提
出
さ

れ
た
道
路
中
心
線
の
形
状
を
出
力
し
た
図
面

（
道
路
種
別
図
）
で
あ
る
。
道
路
調
査
課
と
し

て
、
前
回
に
述
べ
た
市
道
の
路
線
の
形
状
履
歴

の
把
握
の
手
法
が
、
局
内
の
道
路
統
計
全
休
に

利
用
可
能
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
資
料
と
し

て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
図
―
３
は
中
心
線
の
み
で
、
道
路
の
形
状
が

出
力
さ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
は
中
心
線
に
幅

員
デ
ー
タ
を
与
え
て
、
道
路
形
状
を
出
力
す
る

82

こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
連
絡
会
の
検
討
に
よ
っ
て
、
図

形
的
処
理
の
有
効
性
が
確
認
さ

れ
、
今
後
の
作
業
の
ベ
ー
ス
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ

た
。
局
内
の
今
後
の
道
路
管
理
情

報
の
統
一
化
の
た
め
の
作
業
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
図
―
４
の
と
お
り

で
あ
る
。
図
に
示
す
よ
う
に
、
作

業
全
休
は
、
連
絡
会
を
主
軸
に
展

開
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
作
業
と
併
行
し
て
、
局
内
の

協
力
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　
地
域
デ
ー
タ
の
よ
う
に
、
位
置

と
形
状
を
も
つ
デ
ー
タ
を
扱
う
た

め
に
は
、
そ
の
人
力
チ
ェ
ッ
ク
に

調査季報76― 82.12



お
い
て
。
や
は
り
図
面
と
し
て
出
力
し
、
入
力
用

図
面
と
対
比
す
る
の
が
最
上
の
方
法
で
あ
る
。

図
５
は
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳
の
道
路
部
分

を
歩
道
部
分
の
座
標
面
積
計
算
の
入
力
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
た
め
に
出
力
さ
れ
た
図
面
で
あ
る
。

舗装現況図図―６

図
上
の
数
字
は
、
認
定
路
線
番
号
を
示
す
。

　
表
―
５
は
、
現
在
の
局
内
の
各
課
に
お
け
る

統
計
処
理
方
式
に
よ
る
磁
気
フ
ァ
イ
ル
の
一
覧

表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
お
け
る
各
方
式
の
説
明

は
表
―
６
に
示
し
た
。歩道現況図図―７

③
―
手
法

ア
、
手
法
の
比
較

　
今
後
の
道
路
管
理
情
報
の
統
一
的
な
把
握
を

す
る
に
は
、
統
計
デ
ー
タ
の
全
体
性
と
、
管
理

デ
ー
タ
の
個
別

性
、
具
体
性
を

併
せ
持
つ
手
法

が
必
要
と
さ
れ

る
。
従
来
の
文

字
情
報
処
理
の

方
式
で
は
前
述

し
た
と
お
り
、

地
域
デ
ー
タ
を

大
量
に
処
理
す

る
に
は
限
界
が

あ
る
た
め
、
従

来
の
方
式
に
加

え
て
、
前
回
の

認
定
路
線
の
履

歴
形
状
で
使
わ

れ
た
図
形
処
理

の
方
式
を
採
用

せ
ざ
る
を
得
な

い
。

イ
、
方
式
の
関

　
　
連
性

　
こ
こ
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と

は
、
従
来
方
式
の
文
字
情
報
処
理
と
図
形
処
理

と
の
関
連
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
が
他
方
を

無
用
の
方
式
に
す
る
関
係
に
あ
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
二
つ
の
方
式
を
連
動
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
両
方
の
短
所
を
補
い
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
方
式
の
長
所
を
発
揮
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
地
域
デ
ー
タ
の
文

字
情
報
処
理
は
、
従
来
、
メ
ッ
シ
ュ
方
式
、
リ

ン
ク
方
式
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
前
回

で
述
べ
た
よ
う
に
、
デ
ー
タ
量
が
多
い
場
合
の

デ
ー
タ
の
入
力
チ
ェ
ッ
ク
が
方
法
的
に
限
界
が

あ
り
、
あ
る
程
度
の
誤
差
は
避
け
ら
れ
な
い
。

こ
れ
は
、
位
置
や
形
状
を
も
つ
図
形
を
、
文
字

や
数
字
と
い
う
異
質
な
情
報
に
還
元
し
た
た
め

に
生
じ
る
現
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
図
形
処
理

は
図
形
を
図
形
と
し
て
処
理
す
る
た
め
、
通
常

の
文
字
情
報
処
理
の
よ
う
な
誤
り
は
起
り
に
く

い
が
、
個
々
の
デ
ー
タ
の
詳
細
な
記
述
内
容
を

入
力
す
る
に
は
適
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

図
形
デ
ー
タ
と
文
字
デ
ー
タ
を
組
み
合
わ
せ
た

と
き
、
図
形
出
力
に
よ
り
、
視
覚
的
に
説
得
力

を
持
ち
、
ま
た
入
力
の
チ
ェ
ッ
ク
も
容
易
に
行

な
わ
れ
、
か
つ
個
々
の
デ
ー
タ
の
詳
細
な
記
録

の
保
持
と
利
用
が
可
能
に
な
り
、
全
体
性
の
把

握
と
個
別
性
の
把
握
が
同
時
に
可
能
と
な
る
。

ウ
、
コ
ー
ド
に
つ
い
て

　
コ
ー
ド
体
系
は
、
現
在
、
道
路
局
内
の
舗
装
の

コ
ー
ド
の
区
分
方
法
だ
け
で
も
数
種
類
あ
る
。

こ
れ
は
、
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳
に
よ
る
道

路
面
積
計
算
の
た
め
の
コ
ー
ド
区
分
、
建
設
省
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の
外
郭
団
体
で
あ
る
道
路
協
会
の
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
要
綱
に
よ
る
区
分
、
路
面
復
旧
の
た
め

に
道
路
占
用
規
則
で
定
め
た
舗
装
区
分
、
そ
の

他
表
―
２
に
あ
る
よ
う
に
、
建
設
省
の
各
種
の

統
計
報
告
に
よ
る
舗
装
区
分
等
が
あ
り
、
今
後

各
課
で
の
業
務
へ
の
関
連
を
考
慮
し
、
統
一
化

の
方
向
へ
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
歩
道
そ
の

他
の
項
目
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
現
状
と
、
方

向
を
更
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

エ
、
補
正
方
法
に
つ
い
て

　
道
路
現
況
中
心
線
の
補
正
は
、
毎
年
、
道
路

調
査
課
の
統
計
数
値
報
告
業
務
と
し
て
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
市
道
の
認
定
履
歴
形
状
フ
ァ

イ
ル
と
共
に
、
局
内
の
統
計
情
報
の
統
一
処
理

の
た
め
の
骨
格
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他

の
項
目
に
つ
い
て
の
補
正
は
今
後
、
各
課
と
の

検
討
を
経
て
、
補
正
の
方
法
を
具
体
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
来
、
現
況
道
路
中
心
線
は
、
一
種
類
に
統

一
さ
れ
て
い
る
の
が
理
想
的
で
あ
る
が
、
現
在

道
路
局
の
道
路
中
心
線
フ
ァ
イ
ル
の
デ
ー
タ

は
、
大
別
し
て
二
五
〇
〇
分
の
一
の
図
面
か
ら

入
力
し
た
デ
ー
タ
と
、
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台

帳
平
面
図
か
ら
入
力
し
た
デ
ー
タ
に
分
け
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
デ
ー
タ
で
網
羅
し
て
い

る
の
は
、
二
五
〇
〇
分
の
一
系
列
の
デ
ー
タ
で

あ
る
。
道
路
中
心
線
の
補
正
の
要
因
は
市
道
の

認
定
改
廃
で
あ
る
が
、
道
路
調
査
課
に
て
、
毎

年
度
、
地
方
交
付
税
道
路
橋
梁
費
算
定
の
た
め

の
基
礎
数
値
と
し
て
五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳

平
面
図
に
よ
り
座
標
面
積
計
算
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
今
後
の
道
路
現
況
中
心
線
の
補
正
は
、

五
〇
〇
分
の
一
道
路
台
帳
平
面
図
よ
り
入
力
し

た
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
全
市
を
網
羅
す
る
二

五
〇
〇
分
の
一
道
路
中
心
線
フ
ァ
イ
ル
を
補
正

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

オ
、
そ
の
他

　
デ
ー
タ
構
造
や
、
シ
ス
テ
ム
の
機
器
の
構
成

に
つ
い
て
は
、
現
存
の
段
階
で
は
、
統
一
化
作

業
の
途
上
に
あ
る
た
め
、
今
後
の
組
織
の
対

応
、
機
器
の
発
達
、
補
正
の
方
法
等
と
共
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
特
定
の
デ
ー
タ
構

造
や
、
特
定
の
機
器
構
成
を
決
定
で
き
る
段
階

に
は
な
い
。
必
要
な
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

者
が
手
段
と
し
て
使
い
や
す
い
機
器
で
あ
り
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
道
路
統
計
情
報
の
処
理
に
関
し
て

は
、
道
路
局
で
は
、
各
課
が
従
来
か
ら
前
述
の

通
り
、
各
種
の
手
法
を
使
用
し
て
き
た
が
、
局

内
の
統
一
的
な
情
報
処
理
の
た
め
に
は
、
企
画

財
政
局
都
市
科
学
研
究
室
の
市
政
地
域
情
報
シ

ス
テ
ム
の
調
査
研
究
の
成
果
を
参
考
に
し
た
。

特
に
他
都
市
、
国
及
び
諸
外
国
の
実
情
に
つ
い

て
は
、
検
討
を
進
め
る
際
、
有
益
な
資
料
と
な

っ
た
。

④
―
連
絡
会
に
お
け
る
各
課
か
ら
の
提
案

(
ア
)
　
舗
装
現
況
図

　
図
―
６
は
、
図
―
３
の
中
心
線
に
、
舗
装
種

別
、
舗
装
年
月
、
原
因
者
等
の
属
性
を
附
加
さ

せ
て
出
力
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
面
出
力
と
同

時
に
、
図
面
内
の
舗
装
種
別
、
年
度
別
、
原
因

者
別
の
集
計
が
可
能
で
あ
る
。

(
イ
)
　
掘
削
規
制
へ
の
利
用

　
道
路
交
通
対
策
課
（
現
管
理
課
）
か
ら
、
舗

装
属
性
図
に
つ
い
て
、
道
路
の
掘
返
し
の
規
制

に
利
用
可
能
で
あ
る
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
掘

返
し
の
規
制
は
、
社
会
的
費
用
の
見
地
か
ら
、

繰
返
し
掘
返
す
無
駄
を
避
け
る
た
め
に
あ
る
も

の
で
道
路
法
及
び
関
連
法
規
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
規
制
期
間
は
、
掘
削
対
象
道

路
の
舗
装
種
別
に
よ
っ
て
、
一
年
、
三
年
、
五

年
の
区
別
が
あ
る
。
年
間
の
道
路
掘
削
の
許
可

件
数
は
、
前
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
六
万
件
以

上
の
件
数
が
あ
り
、
掘
削
調
整
の
事
務
が
繁
雑

に
な
り
が
ち
で
あ
る
た
め
、
掘
返
し
規
制
の
か

か
っ
て
い
る
路
線
を
規
制
期
間
別
に
出
力
し
、

業
務
に
役
立
て
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
舗
装
履
歴
を
五
年
ま
た
は
一
〇
年
以

上
蓄
積
し
、
か
つ
交
通
量
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ

っ
て
、
将
来
の
本
市
の
共
同
溝
設
置
の
た
め
の

基
礎
デ
ー
タ
と
し
た
い
と
の
提
案
及
び
路
線
毎

に
道
路
占
用
物
件
を
図
面
出
力
し
た
い
と
の
提

案
が
あ
っ
た
。

(
ウ
)
　
道
路
維
持
補
修
計
画
へ
の
利
用

　
維
持
課
か
ら
は
、
現
在
作
成
中
の
路
面
性
状

フ
ァ
イ
ル
と
、
舗
装
履
歴
と
の
連
動
に
よ
っ

て
、
幹
線
道
路
、
一
般
道
路
に
つ
い
て
、
あ
る

年
度
に
、
舗
装
の
耐
用
年
数
を
オ
ー
ハ
ー
し
た

路
線
を
、
道
路
種
別
、
区
別
に
図
面
上
に
出
力

し
、
補
修
状
況
の
サ
イ
ク
ル
を
調
査
し
た
い
旨

の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
道
路
舗
装
率
に
つ
い
て
も
、
見
直
し
が
要
求

さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
の
舗
装
属
性
図
の
整

備
を
踏
ま
え
て
、
砂
利
道
面
積
、
要
舗
装
化
面

積
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ

た
。

(
エ
)
　
歩
道
現
況
図

　
図
―
７
は
、
図
―
３
に
、
歩
道
の
属
性
を
附

加
し
た
も
の
で
あ
る
。
舗
装
属
性
と
の
相
違
点

は
、
片
側
、
両
側
の
区
別
が
出
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

　
歩
道
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
積
み
上
げ
方
式

に
よ
っ
て
い
た
た
め
、
現
況
と
対
応
し
た
正
確

な
統
計
数
値
を
算
出
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ

た
の
で
、
今
後
は
、
歩
道
属
性
図
の
手
法
を
用

い
る
と
同
時
に
、
デ
ー
タ
の
流
通
経
路
を
整
備

し
、
数
値
算
出
に
正
確
を
期
し
た
い
旨
の
提
案

が
建
設
課
よ
り
な
さ
れ
た
。

(
オ
)
　
そ
の
他

　
図
形
処
理
に
よ
る
デ
ー
タ
の
ク
ロ
ス
出
力
で

次
の
よ
う
な
提
案
が
建
設
課
よ
り
な
さ
れ
た
。

(
ア
)
　
バ
ス
路
線
と
道
路
幅
員
五
・
五
ｍ
末
満
の

　
路
線
の
ク
ロ
ス
出
力
。
こ
れ
は
道
路
の
拡
幅

　
土
事
の
優
先
順
位
を
決
定
す
る
た
め
の
基
礎

　
デ
ー
タ
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

(
イ
)
　
一
、
二
級
市
道
と
年
度
毎
の
認
定
路
線
形

　
状
の
ク
ロ
ス
出
力
。
こ
の
資
料
は
建
設
省
か

　
ら
の
照
会
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
ま

　
で
作
業
的
に
対
応
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
で

84調査季報76― 82.12



表―７　道路管理統計情報入出力可能項目一覧

四
―
―
今
後
の
方
向
及
び
検
討
課
題

　
表
―
７
は
、
道
路
局
内
の
統
計
管
理
情
報
関

係
の
各
課
の
要
請
を
検
討
し
た
結
果
、
ど
の
よ

う
な
種
類
の
出
力
が
可
能
か
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
業
務
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
は
、
費

用
、
補
正
方
法
等
、
更
に
詳
細
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　
今
後
の
情
報
の
流
れ
は
、
図
―
８
に
示
す
よ

う
に
な
り
、
本
庁
各
課
に
加
え
て
、
情
報
の
統

括
機
能
を
持
つ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
機
能
を
一
層
高

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

図―８　今後の道路局統計管理フロー

い
。

道
路
管
理
情
報
の
統
一
的
把
握
が
局
内
で
可
能

に
な
っ
た
段
階
で
は
、
他
局
と
の
デ
ー
タ
の
ク

ロ
ス
集
計
が
現
実
化
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
本
市
の
開
発
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
の

項
目
を
統
一
的
に
集
め
た
資
料
は
、
未
だ
、
作

成
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
、
開
発
状
況
フ

ァ
イ
ル
の
作
成
が
検
討
さ
れ
よ
う
。
人
口
や
、

交
通
量
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
整
備
上
か
ら
、

必
要
な
デ
ー
タ
と
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、
デ
ー

タ
の
図
形
的
処
理
と
連
動
し
て
利
用
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
現
在
、
局
内
に
お
い
て
、
幹

線
道
路
、
補
助
幹
線
道
路
の
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備

手
法
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
統

計
管
理
情
報
の
統
一
的
な
把
握
を
す
る
際
に
整

備
計
画
の
た
め
の
有
効
な
基
礎
デ
ー
タ
の
出
力

を
考
慮
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
道
路
は
、
都
市
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
た

め
、
道
路
の
情
報
は
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
施
設
管

理
の
基
礎
と
し
て
利
用
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

　
こ
れ
は
現
在
、
都
市
科
学
研
究
室
で
の
市
政

地
域
情
報
シ
ス
テ
ム
研
究
に
お
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

　
道
路
を
は
じ
め
と
し
て
、
水
道
、
下
水
道
、

ガ
ス
管
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
地
下
鉄
等
、
都
市

の
構
造
物
の
資
産
的
な
蓄
積
は
本
市
に
お
い
て

も
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
公
的
諸
施
設

に
関
し
て
の
資
産
的
観
的
か
ら
も
、
こ
れ
ら
の

諸
施
設
の
管
理
の
重
要
性
は
更
に
高
ま
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
都
市
諸
施
設
の
空
間
的
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競
合
の
問
題
が
あ
る
が
、
立
体
的
な
空
間
利
用

の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
地
域
デ
ー
タ
の

図
形
処
理
に
お
い
て
、
三
次
元
処
理
が
必
要
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
本
報
告
で
は
、
現
在
と
過
去
の
み
を

対
象
と
し
、
計
画
面
に
お
け
る
情
報
の
あ
り
方

に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
計
画
の
基
礎
と
し
て

は
、
正
確
な
現
状
認
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
ま
た
は
予
測
の
領
域
に
つ
い
て
は
独

立
し
て
扱
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
こ
と
を
了
解

さ
れ
た
い
。

五
―
―
お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
、
市
道
の
認
定
履
歴
を
は
じ

め
と
し
て
、
各
種
の
地
域
デ
ー
タ
の
統
一
的
把

握
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
道
路
局
に
お
け
る
作

業
を
通
じ
て
、
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
電
算
入
力
以
前
の
調
査
作
業
の
重
要

性
で
あ
り
、
入
力
以
前
の
デ
ー
タ
の
信
頼
性
が

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
性
を
形
成
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
道
路
統
計
の
統
一
処
理
の
骨
格
と
な
る
、
認

定
履
歴
フ
ァ
イ
ル
、
道
路
現
況
中
心
線
フ
ァ
イ

ル
は
そ
れ
ぞ
れ
、
課
内
の
係
員
の
協
力
に
よ
っ

て
、
量
的
に
多
い
資
料
調
査
作
業
の
点
検
、
を

相
当
高
度
な
精
度
に
ま
で
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
現
在
、
道
路
局
内
で
も
、
電
算
人
力

以
前
の
調
査
作
業
を
続
行
中
で
あ
り
、
調
査
作

業
の
段
階
で
や
は
り
、
か
な
り
の
労
力
を
振
り

向
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
デ
ー
タ
の
更
新
作
業
は
、
定
期
的
に

行
な
わ
れ
て
、
デ
ー
タ
の
資
料
的
価
値
が
維
持

さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
本
作
業
に
対
し
て
、
有
益
な
示
唆

と
貴
重
な
多
く
の
デ
ー
タ
を
教
示
さ
れ
た
連
絡

会
の
諸
氏
及
び
、
入
力
以
前
の
多
く
の
資
料
の

調
査
に
協
力
し
て
く
れ
た
同
僚
に
感
謝
し
た

い
。
本
報
告
を
支
え
る
発
想
及
び
資
料
の
信
頼

性
は
こ
れ
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
〈
前
道
路
局
管
理
部
道
路
調
査
課
・
総
務
局

　
　
人
事
部
労
務
課
〉

横浜市認定路線図（認定）

前号の図―15を再掲
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